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別紙特定健診実施率向上に向けた情報発信用キャッチコピー等制作業務委託仕様書 

※本別紙は、キャッチコピー、ロゴ及びメッセージの制作にあたり、 

事業の背景、ターゲット特性、県が期待する方向性等を示す参考資料である。 

 

１. 事業の背景 

本県では、被保険者の健康寿命の延伸及び生活習慣病の発症予防・重症化予防を推進するため、特定健康

診査（以下「特定健診」という。）の実施率向上に取り組んでいる。 

令和９年度からは、県内市町村国民健康保険において特定健診の自己負担額無料化を実施する予定であり、

被保険者が健診を受診するきっかけづくりとして大きな効果が期待されている。 

一方で、特定健診の受診につなげるためには、単に無料であることを周知するだけでなく、健診の必要性や受

診する価値について県民の理解を促進し、受診行動へ結び付けることが重要である。 

そのため、本事業では、県内市町が共通して活用できる訴求力の高いキャッチコピー、ロゴ、及びメッセージを

制作し、県民の特定健診受診に対する意識醸成及び行動変容を図ることを目的とする。 

 

（本県市町村国保の特定健診実施率の推移） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

38.8％ 39.5％ 40.7％ 40.8％ 41.4％ 

 

２ 本事業で重視するポイント 

特定健診について、「自己負担が無料であること」だけではなく、「健診受診で自分の健康状態を確認するこ

との重要性」と併せて認知されることを重視する。 

また、以下の観点を踏まえた提案を求める。 

・特定健診受診の必要性が伝わること 

・自己負担無料で受診できることが分かりやすく伝わること 

・健康づくりへの前向きな行動を促す内容であること 

・県内すべての市町で継続的に活用できる内容であること 

 

３. 本事業で期待する広報イメージ 

本事業は単年度の広報にとどまらず、県及び市町が共通して活用できる情報発信資材として、複数年にわた

り継続活用することを想定している。 

そのため、一過性のキャンペーンではなく、県内共通の健診受診への理解が高まることを期待する。 

 

４. ロゴのイメージ 

ロゴは、以下の例のようなイメージを想定している。ただし、これらはデザインイメージの一例であり、同一テイス

トを求めるものではない。 
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令和６年度広報 

（国保課） 

 

令和７年度広報 

（国保課） 

 
佐賀県「歩くライフスタイル推進プロジェクト『歩こう。佐賀県。』」のロゴ 

 

５. ターゲット設定の背景 

特定健診対象者（４０～７４歳）以外のターゲット選定の背景は、以下のとおり。 

ターゲット 背景 

若年層（40～50 代） 
・仕事や家事等で忙しく、自身の健康管理の優先順位が低くなりやすい。 

・自覚症状が少ないことから健診の必要性を実感しにくい傾向がある。 

医療機関への定期通院者 

・医療機関を受診していることにより、 

自身の健康状態は把握できていると考え、特定健診を受診しない場合がある。 

⇒診療と特定健診では目的や検査項目が異なることから、 

特定健診の必要性を伝える必要がある。 

不定期受診者 

・特定健診の必要性は理解しているものの、 

受診の機会を逃したり、優先順位が低くなったりする傾向がある。 

⇒受診の後押しとなる訴求が必要である。 

過去未受診者 

・健診への関心が低い、時間がない、必要性を感じないなど 

様々な理由により受診に至っていないことが考えられる。 

⇒関心喚起と行動変容を促す訴求が必要である。 

 

６. 活用を想定する媒体 

制作物については、主に次の媒体での使用を想定している。 

・特定健診受診勧奨はがき 

・受診券送付封筒 

・特定健診チラシ 

・各種健（検）診案内リーフレット 

・市町ホームページ 

・SNS 投稿画像 

・ポスター 
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７. 制作物に求める方向性 

推奨するイメージ 避けたいイメージ 

・健康 

・安心 

・未来 

・習慣 

・前向き 

・いきいき 

・家族 

・笑顔 

・地域 

・恐怖や不安を過度にあおる表現 

・病気のみを強調した表現 

・一部の年代のみを対象とした印象を与える表現 

・流行語など短期間で陳腐化する表現 

・他団体のキャンペーンとの混同を招く表現 

 

８. 制作にあたっての留意事項 

市町意見の反映 
・提案された候補案については県内市町へ意見照会を行う予定である。 

・採用候補案については、その結果を踏まえ修正を依頼する場合がある。 

活用しやすさ 
・小スペースでも視認性が確保できること。 

・モノクロ印刷や縮小利用も想定すること。 

 

９. 参考資料 

＜参考１＞R6 年度年齢階層別特定健診受診率 

 

 

＜参考２＞３年間（令和 1～3 年度）の累積受診状況 
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（出典）令和 5 年度佐賀県特定健診実施率向上対策事業で分析 
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＜参考 3＞特定健診の受診費用 

・特定健診を個人で受診する場合、受診費用は約 8,500 円程度である。 

・令和 8 年度現在、市町村国民健康保険における特定健診の自己負担額は 500 円から 1,000 円程度に設

定されている。なお、県内 20 市町のうち 8 市町では、既に自己負担無料で実施している。 

・令和 9 年度からは、佐賀県内のすべての市町村国民健康保険において、特定健診を自己負担無料で実施す

る予定である。 


